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サハラ砂漠のキャラバン・ルート

ーその歴史的展望(古代)-

1. サハラ戦車ルートと岩絵の正体

有名なサハラの岩絵の存在は， Tassili -n-

Ajjerを行き交う商人たちには古くから知られて

いた。サハラ砂漠に奥深く入り込んだ‘ヨーロッパ

人による最初の発見は，フランス領西スーダン駐

屯部隊「ラクダ騎兵の中尉ブルナンが治安偵察の

道すがら，タッシリ・ナジールのとある深い渓谷

に入り込み，フォーlレ・ポリニヤックの陸軍屯所

南方のイガルガレンと呼ばれる盆地に抜けた年j}
1933年の乙とである。乙の後発見されたフェザ

ンの岩絵をも含めて，サハラ全体に広く分布し，

またほぼ等間隔に切れ目なく続いているのが2頭

ないし4頭の馬に引かれたこ輸の戦車の岩絵であ

る。この岩絵から，地中海からニジエール川に至

るサハラ砂漠縦断のキャラバン・ルートが存在す

るという仮説は，ゴーティエ，グラジオーシらに

よって提示されていfこ。

サハラ地図

園田圃松市町温

南 里章

乙のタッシリ・ナジールの岩絵が，フランスの

考古学者H・ロートによって，本格的総合的に調

査されたのは1956年の乙とである。

すでにタッシリ・ナジールの岩絵の中に計8点

の戦車の岩絵を写しとっていたH・ロート1i地
中海側のトリポリタニアからニジェ-}レ)11北部の

アドラ Jレ・デ・イフォラス聞に点在する200近い

戦車の言絵を結ぶルートを暫定的に次のように指

摘した。(図 1参照)

まずシルト湾沿岸，現在のトリポリあたりを出

発し， Oued Zigza ( 11 )， Oued Massouda (2)， 

Oued Gher (1)， Oued EI Had (2)， Djebel 

Ben Gh加a(2)を経て，タッシリ・ナジールの

Oued Djerat (6)， Tamrit c1 )， Tiror (1) ， 

Tamajert (4)， Ahararar (2)， Amazar (多数)，

ホガールの Hirafok(4)， Oued -In -Daladj 

(3)， Tit (4)， Aguennar (3)タッシリ・デ・

軍拘

図 rタッシリ遺跡 サハラ砂漠の秘境」日ロート著永戸多喜雄訳毎日新聞社 1960より
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ティムミサウの Tim-missau (5)，アドラル・デ

・イフォラスの Arl: (1)の各地を通過し，ニジ

エー jレ川に到達したというのであるo ( )内の数

字は発見された戦車の岩絵の数を示す。

また，戦車の岩絵を結ぶもう一本の jレートが西

サハラを走っているo R・モニによれば Figuig，

Djebel-Bani， Oualata， Tondiaを通過しJジ
エー jレ川に近い Goundamに達するという O

これらの戦車の岩絵には 赤いオーカーと磁土

で描かれたものと岩面に刻まれたものがあり 一

体いつ，誰によって，何のために描かれたのか諸

説はあるが，その多くは謎につつまれたままであ

るD

岩絵の発見当初にはへロドトスの r4頭立馬車
で穴居エチオピア人(トログロデュタイ・アイテ

ィオペス)狩りをする」ガラマンテス族の記述に

多くの人がその解答を見出そうとした。先述のゴ

ーティエも 戦車の岩絵を同時期に描かれたと推

察される人物画 動物固との関連性を検討し，タ

ッシリにおける，或る一定のヒエラノレキーを持っ

た政治，宗教 社会機構を伴った軍事王国の存在

を示唆し，その習俗からは一部現在のトウアレグ

を，またミケーネなどの古代地中海世界を想起さ

せるものがあることを記し句 これをガラマンテス

と結びつけて考えている O

アフリカ大陸における馬の出現は，紀元前 1750

年頃，エジプ卜へのヒクソスの侵入時に求められ

るO ヒクソスに対する勝利の結果，馬はスエズ経

由で導入され，第18王朝ファラオの時代以後，広

範囲に使用されるようになった。(第18王朝以前

には馬に関する記録はない。 jヒクソスのもたらし

た馬は，エジプ卜絵画の中に，北アフリカに現存

する「バーバリ一馬」とは異なったオリエント風

特性をもって描かれている O しかし，サハラの岩

絵に見られる，戦車を引く馬は明らかにこれと違

った種的特性を示し，エジプトの影響力が，ナイ

ル川の遥か西の彼方リビアに連なっていたことは

考えられないことなどから紀元前18世紀以後のエ

ジプトとの関連性は否定的にならざるをえない。

その後，戦車の岩絵に対する入念な検討が積み

重ねられた。戦車を号|く馬が四肢を前後に長く伸

ばして，飛走(galop Volant)する特異な姿は，

紀元前1200年頃のエーゲ文明後期のミケーネ美

術の様式によく似ていることが指摘されたlJ)H・

ロートは，紀元前 1200年頃，いわゆる「海の民

」がエジプ卜を攻撃し その失敗により 先を西

のリビアに向け，上陸先のリビア人との混血後，

内陸に進出していった事実と照らし合わせ， 乙の

「海の民」に起源をもっ民族によって， これらの

岩絵は紀元前 1200年以後に描かれたものと推測

している O

乙れに対してJ・スプリュッテは，むしろラス

コーの壁画などに見られる 先史時代の南西フラ

ンスの馬のタイプとの類似性(非常に背たけが低

い乙となど)から， rヒクソスJr海の民」の両
起源説をも否定し これらの馬はヨーロッパから

ジブラ jレタ jレ海峡を越えて もたらされたもので

はなし、かと推測している O また彼は馬につながれ

た戦車とその連結のシステムを詳細に検討し古

代ギリシャ・ローマの戦車には，明確に足場が設

けられているのに対し その戦車は事軸が直接御

者の足場になっていること。そして古代ギリシャ

.ローマのものは馬の肩甲骨の隆起のくびきに手

綱が連結されているのに対し，その戦前の手綱は

直接首につながれていることなどから，古代ギリ

シャ・ローマのものとは明らかに異っていると指

摘している O そしてサハラの岩絵に描かれた馬と

戦車はすべて様式的に共通性が認められ，古代に

サハラ中央部に，地中海，オリエント文明とは結

びつかない文化的に進んだ人々の存在が考えられ

るとも述べている。

以上のように，現段階においては，戦車の岩絵

が描かれた年代，描いた人々，描かれた人々，そ

の描写の目的などに関して特定する乙とは極めて

難しい。乙乙では諸説の共通項を拾い上げること

により，年代的にはへロドトスの時代，紀元前5

世紀半ばよりかなり以前に遡るものである乙と O

また描きかっ描かれた人々はやはり，その出自

に関しては論議の別れるところであるが，すでに

この頃までに独特の文明を作り上げ，後のローマ

時代に交易活動に関わりを持ちはじめる，ガラマ

ンテスと呼ばれる人々であることを暫定的に想定

せざるを得ない。乙のガラマンテスが，現在のベ

jレベjレ族の祖先につながる可能性も充分に考えら

れよう O しかし， このベノレベル系の人間たちが，

へロドトスの時代の前後に サハラ砂漠を舞台に

交易活動に携っていたという証拠は，今のところ

何も発見されていないに等しい。
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図2 戦車の岩絵(原色は黄土色)と発見地 アンリ・ロート Route Antique du Sahara central. 1951より
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上段左から Tamajert， Ahararar， Djorat， Tim-missaou， Ti-m-missaou. 

中段同じく Tamajerじ Ahararar，Djorat， Djorat， Ti-m-missaou. 

下段 /1 Tamajert， Tamajert， Djorat， Tiror， Ti-m-missaou. 

2. へロドトスとフェニキア人

さて，先述のへロドトスの記述の前後にはリビ

ア内陸部の地勢，住民，種族の分布についての情

報が見られる。

それによると， リビアの奥地は野獣棲息地帯で

あり，その先には砂漠の台地が，エジプトのテー

べから「へラクレスの柱」まで続き，その台地に

は， 10日間の行程の間隔で，堆積した塩と，吹き

出す美味な水があるというo まずテーべから10日

行程の間隔を経て，アンモン人の土地があり，続

いてアウギラ，ガラマンテスの住む地，アタラン

テスという種族の住む地 そしてアトランテス人

の住むアトラスという山があるというl:}
乙れらの種族名，地名にそれぞれ現在の地名を

当てはめる読みは， R・C・C・ロウらによってな

されている。

そなとよるとアンモン人の土地は Siwaのオア

シス，アウギラは Audjila(Djalo)のオアシス

を示している。これが当時の砂漠の北限にあるオ

アシスラインを形成し， Audjilaの後，オアシス

ラインは砂漠を横切り，南西に向かうとされる。

1oqp程のところには，プリニゥJネプ卜レマイ
オスによって記されたがラマンテスの首都Garama

(Djerma)が存り，その次のアタランテスは，

Garamaから約300km，歩いてほぼ10日の位置に

22.1 
あるタッシリ・ナジー jレに住む住民を指し，さら

にアトラス山はホガール台地を示すのではなし、か

という。乙のへロドトスの説明を以上のように置}

き変えてみるとホガーノレ台地までの砂漠縦断ルー

トは，ほぼ現在のそれに対応する。また有名な，

ナサモン人の話の中に出てくる，ワニの姿が見え

る西から東へ向かって・流れる大河之ニジェール川

と見たてる乙とによって，地中海沿岸からニジエ

ール111まで、の砂漠縦断ルートが再構成出来る乙と

になるというのである。}へロドトスの記述と現在

の地名の対応関係は 現在のと乙ろ全くといって

よい程立証されていないので，多くの無理もあり，

仮説の域をいまだに出る乙とはないが， これらは

先述の，地中海側のトリポリタニアから，ニジエ

ール)11北部のアドラ lレ・デ・イフォラス聞に点在

する戦車の岩絵を結ぷ，サハラ中央部のJレートに

ほぼ重なり合う o 重要なことは 仮に乙の jレート

が乙の小論のテーマである交易ノレートではなかっ

たとしても，また単に2頭立て， もしくは4頭立

ての馬車の号|く戦車だけの交通路としてしか考え

られないとしても，へロドトスの時代を遥かに遡

上る時代から 地中海世界とニジエール川を結ぶ

サハラ砂漠を越えた往来が，かなりの頻度で実施

されていた可能性は極めて高いということであろ

つ。
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またへロドトスの時代以前には，地中海世界で

はフェニキア人による植民都市の建設が盛んに行

われた乙とは周知の事実であろう o フェニキア人

たちは紀元前9世紀後半のカノレタゴの建設によっ

て，その足場をさらに堅固なものにする。商才に

たけたフェニキア人たちは，彼らの築いた植民都

市に拠点をおいて，サハラ砂漠を越えた西アフリ

カ内陸部との交易に直接，時にはガラマンテスな

どの砂漠の部族を仲だちとして間接的に関わりを

持った乙とは容易に想像される。砂漠を越えて北

から南へもたらされた商品は，土器，ガラス器，

金属製品などフェニキアの手工業製品であり，南

から北へもたらされたものは塩，象牙，獣皮，奴

隷などが考えられる。その交易ノレートの終着点で

もあった「フエニキアの植民都市は，チュニジア

の平野の穀物農耕に支えられつつ，乙の交易によ

る利益で、繁栄しJこ」ことは充分に考えられるが，
残念ながらこれを実証する文献的，考古学的な証

拠は現在のところ勾}ない。またカルタゴの人聞

が「へラクレスの柱」の外で おそらくモロッコ

の北西海岸に沿って航海し その沿岸の住民と，

商品と金を交換するいわゆる「沈黙交易」を行ゐ

ていたことがへロドトスによって記されている。

しかし， J ・T・スワントンは，紀元前146年ロ
ーマによるカルタゴ滅亡後 乙の金という魅力の

ある商品をめぐるこの交易が， ローマによって引

き継がれなかった点に着目し， 乙れらはカ lレタゴ

が紀元前5世紀から 4世紀にかけて，スペインを

開拓し，そこから産出する金の方が利益を上げる

乙とが出来たので，紀元前3世紀の終りには，す

でに西アフリカとの金をめぐる交易は停止されて

いたのではないかと論じているグ向じ頃，カルタ

ゴは地中海世界に進出してきたローマとその覇権

を競いはじめるが，紀元前146年の第3次ポエニ

戦争において完壁な敗北を喫し，北アフリカのカ

ルタゴの勢力の及んでいた世界は，漸次ローマの

支配に組み込まれていく o

3. i戦車の岩絵」ルートに点在する古代ローマ

の遺跡

H・ロートは前掲の論元弘中で，サハラ中央部

の戦車の岩絵を結ぶルートに沿って点在する古代

ローマ時代の遺跡として，次の8ケ所をあげてい

る。(第3図および第5図参照)

図3 中央サハラの古代jレート
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1) Fezzanの Djerma

へロドトス以来，古代ローマ時代に至るま

でのガラマンテスの首都 Garama.45000に

のぼる墓を擁した。古代の大墓地がある。}

2) Rhadames (Ghadames) 

古代ローマ時代の Cydamus. アフリカ生

れの皇帝セプティミウス・セウエルス(193 

，.." 211 )とカラカラ帝(212 --217 )の守備

隊の駐屯地で，現在は残っていないが，セウ

ェルス・アレキサンダー帝(222，.." 235 )時

代には砦が構築されていた。}

3) Rhat (Ghat) 

古代ローマのガラスの壷が発見されている。

4) TassiliのIherir

現在のサハラ住民の建築物と全く共通性が

なく，付近に障害物のない台地上にあり，峡

谷の入口を監視出来る場所にあるIkakaden

の遺跡。(7部屋の仕切り壁の長さが同じで，

古代ローマ時代の測量尺度に一致している。)

また付近からはローマの貨幣が出土。}

5) Hoggarの Ti・n-Hinane 

1926年から1933年にかけて， M・レッガ

ースらによって発掘。コンスタンティン銅貨

と，紀元後3世紀前半のものとされるローマ

内
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のランプと壷が出土。周囲が完全に平面であ

る見張し台のような地に建てられ，大小11の

部屋からなる軍事的構築物と推定される。収

容人員は80"'"90人。狭い通路の通じた壁の

厚さ l仇 40cmの居住に適さない部屋は牢獄，

地下へ掘り下げ、た入りにくい部屋は外人部隊

の兵士の仕事に対する報酬の保管所と考えら

れる。 Djermaの遺味?壁と長さ，幅などが

完全に一致している。

6) HoggarのTit

7) HoggarのSilet

同時代に構築されたと思われるカスパの跡。

古代ローマ時代のものである証拠はない。し

かしここから約200km，馬で3日， ラクダで

4日行程の T1IEfpissa11では，古代の貨幣が

発見されている。

8) Adrar des IforasのEs-souk，Taholas 

初期のアラブ人旅行者 イブン・ハウカル

( 977 ) .エル・ベクリ(1067 )の記述に見

られるスーダン・ベルベlレの古代の首都タデ

メッカの遺跡。 Es-souqはアラビア語で市場

の意味。主要地区では20世紀半ばより遺跡の

詳細な研究が進められているが， 1つのモス

クの周囲に家々が立ち並んでいること，また

墓の特色などから明らかにイスラム時代のも

のとされる。 h・ロートはこの遺跡に近い，
付近の峡谷にある， Taholasの古い遺跡に

前イスラム期の特色を見い出しているが，乙

れも古代ローマ時代のものである証拠はない。

以上のことから，デジャルマ， もしくはラダメ

スからラート，タッシリを経てホガールまでは古

代ローマ時代に，多少なりとも，乙のサハラ中央

部の砂漠縦断ルートに沿った往来があったことは

うかがわれるが，そこから先，古代ローマの人々

がアドラノレ・デ・イフォラスを経て，ニジエール

川に到達していたかど、うかは，現時点におけるサ

ハラの遺跡，出土品の発掘状況からは明らかでは

ない。

4. ガラマンテス

さて，ヘロドトス，プリニウス，プトレマイオ

スらによって記されたガラマンテスは，古代ロー

マ時代に一体どのような役割を演じたのだろうか。

カノレタゴ滅亡後，北アフリカへの進出を果たした

ローマは， 乙の北アフリカの治安の維持のため，

一連の砂漠の部族との戦いを続けねばならなかっ

た。後述のアウグス卜ウス帝時代(紀元前27年~

紀元後14年)の地方総督C・バルパスの遠征(紀

元後19年)の目的も，ガラマンテスをも含めた，

乙の砂漠の部族の反乱の抑制，または懲罰にあっ

たとされる。

紀元後22年には，ガラマンテスはタクファリナ

スの反乱に加担し， レプティス・マグナを襲う際

の後盾となり， 24年にはガラマンテスの王はこれ

を封助するため，分遺隊を派遣したが，同年タク

ファリナスの敗死後， ローマに和平を求め，使節

を遣わしている。

その後，再び交戦状態となり，ヴェスパシアー

ヌス帝時代(69 ，...， 79 )の70年には地方総督セプ

ティマス・フラックスカ)，おそらく， このガラマ

ンテスに支援されたナサモンの反乱の鎮圧のため

サハラ中央部へ遠征し またドミティアヌス帝時

代(81 ，...， 96 )の86年には ジュリアス・マテlレ

ナスがガラマから南へ，ガラマンテスの王を伴っ

てエチオピアに達し こ乙で、犀を捕えたことが記

録峨されている。 佐者からは，ローマとガラマ

ンテスとの間に再度 友好関係がっくり出されて

いたことが推定されよう。ただしこの二人が，サ

ハラ中央部のどのルートを辿り，どこへ行き着い

たのかは，プトレマイオスの記述があまりにも短

いので不明である O

しかし， 3世紀初めには，先述のアフリカ生ま

れの皇帝セプティミウス・セウェ jレス097""'211)

がトリポリを脅かす好戦的な部族(ガラマンテス

を含む)に対して出征し，常lこ南方を監視し，恒

久的な防備体制を整えるために Ghadamus

(Rhadams)，Gth1e:込i日a.屯-elト-Ga巾 a，B 
3ケ所lにζ砦を構築する口(図4参照)

これ以後，再びローマとガラマンテスは，友好

関係を回復したことが推定される。

古代ローマ時代に 卜リポリを出発点とする 3

本のキャラバン・/レートはそれぞれこの 3ケ所の

砦を通過し， ラー卜に至る。途中の井戸のある地

点を結ぶと，これらはほぼ，現代のキャラパン・

/レートと一致する。

1世紀後半から 4世紀にかけて，多くのローマ

人技術者，商人たちが，ガラマンテス人の居住地

に移り住み， ローマ様式の濯概体系を整備し， ラ

A
吐つ臼
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ンプ，陶器，ガラスなどの商品をもたらした。)フ

ェザンからラー卜にかけて数多い墓地から， これ

らが大量に発掘されているので，前述のガラマン

テスとローマの友好関係の変転に対応しながら，

乙れらの商品が輸入されていたことは確実であろ

うo すなわち，乙れらの交易活動は 1世紀後半に

始まり， 3世紀半ばに最盛期をむかえ， 4世紀以

降， ローマの北アフ引カでの支配体制の弱体化

と共に崩壊したと考えられるo)ガラマンテスの地

からは，ローマに向けて輸出された商品として，

象牙，奴隷，獣皮などが考えられるが，乙れらに

ついては後に検討を加えてみよう o ただし， Car-

buncliと呼ばれる紅玉的な宝石が，ガラマンテ

スからカ jレタゴへ，次いでローマにもたらされて

いたことはプリニウス，ストラボンによって記述

されているので，その真実性はかなり高いと見な

さねばならない。

上記のように，ガラマンテスは現在の段階では，

その経済的貢献度を推し測るのは難しいが，古代

ローマ時代に，サハラ砂漠縦断の交易活動に直接，

間接に関わっていた唯一の集団である乙とはほぼ

間違いないであろう。

5. C ・パルパスの遠征ルート

さて，再び古代ローマ帝政時代初期に遡るが，

先述のプリニウスによって記された。アウグスト

ウス帝時代の地方総督， c ・パルパスは，どのよう
なJレートを辿って，サハラ中央部への遠征を行っ

たのだろうか。乙の再追跡は古代ローマ人がサハ

ラ砂漠をどのあたりまで南下していたのかを推し

測る一つの目安となろうo

プリニウスによれば， C・パルパスはSabratha

(現在のトリポリあたり)を出発し， Cidamus 

(Gadames)を経て南に向かい，東西に伸びた

Ater山を越えた。乙の山とその先の砂漠の彼方

に，ガラマンテスの町， Matelgae，そしてDjerma

(Garama)があり， Debris (水源地)がある o

そしてTabidium(町)， Niteris (国)， Milgis-

gemela (町)， Bubeium (町， もしくは国)， 

Epini (国)， Thuben (町)， Mons Nomine 

Niger. (山)， Nitibrum (町)， Rapsa (町)， 

Discera (国)， Debcri (町)， Fl umen Nathabur 

()II )， Tapsagum (町)， Tamiagi (国)， 

Boin (町)， Pege (町)， Flumen Dasibari 

( )11 ) ，そしてBaracum，Buluba， Alasit， 

p
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Milgligemela= Mlili-Gemellae (現在の Bel- ¥向。
図5 H.ロートによるルート図

Gulsa， Balla， Maxala， Cizama (以上町)，宝

石の産出するという MorsGyri (山)など%戸

と町，および山や川を通過していたとされる。

Gadamesの南に位置し，東西に長く伸びている

という A%引は，現在の Hammada・el-Homra

lζ一致する。乙の山とその先の砂漠の彼方にはガ

ラマンテスの町 Diermaがある。 Gadamesから

南東に Hammada-el-Homraを越えて， Djerma 

k至る道は，プリニウスによって，ヴェスパシア

ス帝の時代(69，..." 79 )の69年に，わずか4日行

程に短縮されたルートが，新しく発見されたと

記されている。これがどの jレートかは明らかで・は

ない均三， R. C ・C・ロウは Gheria-el-Garbia

(現在の Gariyat)から， Edri (現在の Idri)へ
至る， Hammada-el-Homraを南市る直線ノレー

トのことではなし、かと推定している。(図3参照)

H・ロートは，プリニウスが挙げた上記の，C・パ

Haroug)， Th uben = Th ubuna (現在のTobna)， 

V(D)iscera = Vescera(現在のBiskra)，Maxala 

= Mascala (現在のkherchela)などが，それぞ

れ該当するとしている。乙れらの小さな町は.す

べてTheveste付近に見出され，ローマ軍は乙乙

を基地にして南下を始めたというのである。会し

て特に， AlasitとGalsaに注目し，前者にタッシ

リ・ナジーノレの北面 Ighargharenの谷にあり，か

つてのフランス軍の哨所フォト，ポリニヤックの

あったI1eziを，後者lとは，先述のホガーJレにあ

るTin-Hinaneの遺跡に近い Abalessaを当ては

めている。斗図5参照)ただし，後者については，

R'C ・C・ロウは， 乙の地名解読を単なる推定の

域を出ないものとし， BalsaはGalsaが変じた Balla

k由来するものだと反論を加えている。さらに

H・ロートは Fleuve( Flumen ) Dasibari につ

いて， Da-isa・bariから Daは古代ニジェーノレの

住民「水の主」と呼ばれる人たちを指し， Isa-

bariはソンライ語の大きな川を意味し， これを継

ぎ合わせた rDaの大きなJI¥Jとして，ニジェ-
jレ川を意味すると論じている。 C・バルパスの時

代に，ニジエール川中流域で，はたしてソンライ

語が使われていたのかどうか疑問視されるが，当

\、匂por;--~
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時使われていた沿岸民の言語が，ソンライ語の中

に融合した可能性は充分に考えられる。 H・ロー

トは， 乙の仮説の上に立って， C ・パノレパスの率

いるローマ軍は，Ghadamesからサハラ砂漠を真

直ぐに南下し，約500岡の地点にある lleziを通

過し，乙乙からタッシリ・ナジー Jレの岩の台地を

縦断し，さらにホガールの台地を北東から南西に

向かつて通過し，タネズ jレフト，アドラ Jレ・デ・

イォラスのタデメッカ，そしてニジエール河畔に

達していたとする(図5参照)。また，その後タ

ッシリ・ナジーノレの岩の台地を通過する際， Oued

Imihrouと呼ばれる澗れ川に沿って，台地を縦

断し， Tin-Tiradjeliのコ jレを通過して下ってい

くルートが，長い模索を経て選定される。乙れが，

先述のヴェスパシアス帝時代に 4日行程に短縮

されたという Jレートを指しているのではないかと

推測しているア}乙のトリポリからガダメスを経て

タッシリ・ナジール，ホガール，アドラノレ・デ・

ジィフォラスを通過するルートは，彼も含めた数

人の研究者によって提唱された。前述のサハラ中

央部の戦車の岩絵を結ぶルート lとほぼ一致する。

ただし古代ローマ時代のものと思われる Ti-n

ロUワ白



-Hinaneの遺跡に近いホガーノレの Abalessa

もしくは古代ローマ時代の貨幣が発見されたタネ

ズルフトの Ti・m-Missaouまではともかく，乙

こから先は，古代ローマ時代のものは何も残され

ておらず， ローマ人たちがニジェー jレ河畔に達し

ていたとは，にわかに断定し難い。またH・ロー

ト自身も認めているように，進軍先至るところに，

その記念碑として残したローマ軍の碑文が， この

サハラ中央部では57戸在のところ，全くといって

いい程発見されず， 乙れがローマ軍のサハラ侵攻

を否定する要素としてよく引き合いに出される。

しかし， これは将来にわたって発見される見通し

は全くないという乙とを意味していないので，こ

れでもってその可能性を否定することは，速断の

そしりをまぬがれないであろう。

{反l乙， c ・パノレパス率いるローマ軍が，ニジエ
ー/レ河畔に達し，その後継者たちが，サハラ中央

部を北東から南西に至るこのノレートの大筋を踏ま

えながら，さらに部分的に，より容易に，早く通

過出来るルートを模索しながら南下していったと

すれば、，そのめざすところは一体何であったのだ

ろうか。

C ・バノレパスの遠征は軍事的な色彩が濃く，砂

漠の部族に対する反乱の抑制，または懲罰にあっ

たことは前に述べたとおりであるが，彼ら， もし

くはその後継者たちをサハラ中央部からニジェ-

jレへの砂漠を縦断する困難な旅へ駆り立てたもの

は，単なる冒険精神や，地理的関心で、はなく，ロ

ーマ人たちはその時代における可能性と限界のな

かで，サハラの彼万からやってくる商品を求め，

かつその輸送に必要なキャラバン・ルートの掌握

と安全を求めていたことも考えられよう o H・ロ

ートはアドラル・デ・ジィフオラスにあるタデメ

ッカが北方からやってくるキャラパンの重要な到

着地とし，その付近にあったとされる塩山からも

たらされる岩塩の倉庫を有し 周辺の遊牧民たち

が家畜をつれて，交換取引にやってくる交易セン

ターではなかったろうか，また，おそらく彼らを

誘導する付近の事情に詳しいガイドの手引きによ

り，すでに，さらに南の大河，その背後にある黄

金の国，象牙と奴隷の固についての情報をかなり

持ち合わせていたのではなかったろうか，と想像

をめぐらしている O

6. 古代のサハラ砂漠縦断交易活動

さて最後に，以上述べたような内容を前提とし

て， この小論の本題である，古代において，サハ

ラ砂漠のキャラバン・ jレートを往き来していたと

される交易活動について，検討を加えてみる乙と

にしよう。この交易活動に携わっていたと考えら

れる人々は，まず，サハラ中央部を北東から南西

に貫くルートに点在する，戦車の岩絵を描き，ま

た描かれたと考えられる，へロドトスの時代より

はるか以前に，独特の文明を築き上げていたガラマ

ンテスと呼ばれる人々。乙れらは現在のベ、jレベ、ル系

の祖先につながると考えられよう。第21乙紀元前9

世紀後半，植民都市カルタゴの建設以後，へロド

トスの時代を経て， ローマにその支配権を奪われ

る紀元前2世紀半ばまで 西アフリカ内陸部との

交易に直接に，時にはガラマンテスなど砂漠の部

族をなかだちとして間接的に関わりを持っていた

とされるフェニキア人。そして第3に，紀元前2

世紀半ばから紀元後5世紀初めまで，やはり主と

してガラマンテスを仲介として，サハラ交易に関

わっていたとされる古代ローマ人の三者であろう。

しかし，前二者は前述のように，その交易活動

を実証する文献的，考古学的な証拠が，Carbuncli

と呼ばれる宝石をめぐって，カ lレタゴとガラマン

テスとの聞にあった交易関係のみを例外として，

全くといっていい程見出されていないので，現時

点においては，疑問符をつけたままの状態で温存

し，その検証は将来に委ねなければならない。

したがって， 乙乙で検討の対象となり得るのは，

これも決して充分な資料 証拠に恵まれていると

はいえないが，ガラマンテスと関わりを持ちなが

ら，推し進めていたとされる古代ローマ人による

交易活動に限定されよう O

紀元前146年カノレタゴの滅亡後，北アフリカに

広大な領土を獲得したローマは，当然のことなが

ら，その地の生産物の恩恵をこうむることになっ

た。ローマ元老院によって「アフリカ州」

Provincia Africaという名称を与えられたこの

地では，小麦，大麦，オリーブなどの豊かな農業

生産が可能であり，アウグストゥス帝時代の「パ

ンと見せもの」の政策以来， ローマ市民の多くが，

このアフリカ1'1'1とエジプトからもたらされる小麦

の配給制によって食生活を支えられていたことは

周知の事実である O このローマン・アフリカ州の

可
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繁栄は，現在のチュニジアに点在する Dougga，

Maktar， El -jemなどの荘麗な古代ローマ時代

の遺跡に，その思影をしのぶ乙とが出来る。 1世

紀後半には， ローマの諸都市の食糧の必要量の3

分の 2までが， 乙のローマン・アフリカ州を中心

とした北アフリカからもたらされたものであると

する，あるユダヤ人歴史家の記述も残っている。)

乙の北アフリカの繁栄の，少なくとも一部が，

ガラマンテスを仲介としたサハラ砂漠縦断交易に

よって，サハラ中央部，或は西アフリカ方面にも

たらされたかどうかを実証することは，現在のと

乙ろ極めて難しく，またその逆方向，すなわちサ

ハラ中央部，或は西アフリカ方面からもたらされ

る商品に対するローマン・アフリカ側の需要が充

分にあり，かつそれによって，古代ローマ帝国の

市場は多大な経済的影響を受けたかどうかという

点に関しても，事情は同じである。

後者の方向に対しては， J. T・スワントンは
かなり否定的な見解を示している。)それによると，

対象となる商品は，やはり前述のように，象牙，

奴隷，獣皮，ダチョウの羽根などが主なものであ

る。しかし，象牙はローマでは，その大部分がア

ジア方面からもたらされ，北アフリカからはモー

リタニア，ヌミディアからよく輸出され，わざわ

ざサハラの南にそれを求める必要はなかったこと。

奴隷に関しても，古代ローマ時代の人種分布自体

が不明であり，黒人奴隷がいたとしても，それが

西アフリカからもたらされたものとは限らないこ

と。獣皮やダチョウの羽根足ついては北アフリカ

自体が， 乙の乙ろはまだ多大な動物資源の宝庫で

あり，同じく砂漠の南に求める必要がなかったこ

とO また後のサハラ交易の目玉商品となる金につ

いても，前述のようにスペイン方面から供給され

たので，西アフリカの金に対する需要もなかった

はずであることなどを論じている O

であるので，先にも触れたとおり，ローマがガ

ラマンテスを仲介として，輸入していた商品は，

これだけがカルタゴ時代のフェニキア人たちも扱

っていたものとして Carburcliと呼ばれる紅玉

的な宝石に限られる。これらは非常に高価なもの

で，小さなもので、も40スティ匂(古代ギリ、ンャ

の金貨の名)の価格がつけられ，プリニウスによ

れば， カjレタゴ時代には， カルタコザの富の源で、も

あったとされている。またストラボンも，この宝

石の原産地が，ガラマンテスの土地であると記し

ている O プリニウスはこの宝石の産地をMont-

Giriと記しているが，これがどの場所にあたる

のかは明らかで、はない。そして，タッシリ・ナジ

-)レにいたとされる Trogodytae(へロドトスの

言ラエチオピア人)について記述している文章の

なかで，これらの宝石めエチオピアから輸入さ

れていると論じている。プトレマイオスがJ・マ

テlレナスの遠征について，彼がガラマンテスの王

を伴って，エチオピアへ出征し， 4ヶ月後Agisymba

k到着し，サイを捕獲したことを記しているのは

先にも述べたとおりである。乙の当時，エチオピ

アとは，おそらくサイの棲息するサバンナを含め

たスーダン全体を指す呼称であり，現在のエチオ

ピアとの継がりを解明する乙とは不可能に近い。)

R・c.c・ロウはガラマンテスがスーダン方面で
産出する Carbuncliに対しては，塩，穀物，デ

ーツなどの物資と交換したり 時には略奪に及ん

だりしていたので，現在のところ，スーダン方面

での貨幣の未発見は， これらに帰因していると推

測してつ計七乙れを裏付ける証拠は今のところ

何もないJ、ずれにしても，乙の Carbuncliが，ど

れほどローマの経済市場を潤おしたのかを推し測

ることの出来る記述は見られないので，乙の

Carbuncli ~乙関する取引も，かなり限定されたも

のとみなさざるを得ない。

これらの主として，文献的な資料に基づく考察

と，サハラ中央部の戦車の岩絵を結ぶjレートに沿

って点在する古代ローマ時代の遺跡、と思われるも

の， もしくはその周辺からの出土品(ランプ，壷，

貨幣など)，フェザンからガ一卜にかけての，ガ

ラマンテスの居住地 もしくは活動領域での，イ

タリア隊による考古学的な発掘の結果を総合して

みると，古代ローマ時代におけるサハラ中央部，

もしくは西アフリカ方面との交易活動は，現時点

においては，ニジエール川中流域にまで，その適

用範囲を拡げることは難しく，フェザン地方から

ホガー jレのあたりまでに限定され，またそれも，

それほど積極的かっ大規模なものではなく，どち

らかといえば制限された(例えば個人的需要に基

づくものなど)範囲内においてのみ，実施されて

いたと結論づけられるのではないだろうか。

ただし，へロドトスの時代を遥かに遡る，岩絵

に描かれた戦車を結ぶルート，へロドトスの記述，

紀元前19年のC・パノレパスの遠征についてのプリ

口。つ
山



ニウスの記述から読みとれる さまざまな可能性

は，これらの結論が，将来においても，そのまま

固定されるとは限らないことを暗示していよう O

さて， 4世紀後半から，北アフリカでのローマ

支自明，ベルベ jレ族による反乱のため衰退気味と

なり， 395年のローマ帝国東西分裂後，アフリカ

の五属州はテオドシウス帝の子，ホノリウス帝統

治下の西ローマ帝国に属することになる。やがて，

乙のベルベル族はジブラルタルを渡って北アフリ

カに進出してきた，ゲルマン系のヴ、アンダ咋去

同盟を結び， ローマの支配をくつがえしてしえ。

6世紀初めには， ビザンチン(東ローマ)側の

ユスティアヌス(527 --565 )帝時代，名将ベリ

サリウスが再度ベルベノレと同盟を結び， ヴアンダ

j レ族の支配を一掃する O しかしベノレベル族は， こ

のピザンチン軍に対しても反乱(543 --558 )を

起し，鎮圧される。北アフリカでの交易活動は，
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